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【手続補正書】
【提出日】平成26年4月30日(2014.4.30)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４２】
　図３は、本発明の例示的な実施形態による、多重レベルを有する数値トライ木データ構
造の一例を示す。ここでは、第１のレベル２６のバケツ２５は、第２のレベル３１に関し
てはビンとなり得、そのビン内には複数のバケツ３２、３３、及び３４が存在することが
できる。追加的なレベルを可能にすることにより、数値トライ木を再平衡化させる必要性
を減らすことができ、計算費用を回避することができる。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５５】
　上述のように、移行比を減衰で更新することの代替法は、移行比を、アクティビティ・
ログ内でのその発生レベルのみに基づいて更新することである。例えば、ノード「ａ」か
らノード「ｂ」へのエッジｅ１についての移行比を更新することは、現実のビジネス・プ
ロセス実行のトレースにおいてｅ１が検出された回数のｃ（ｅ１）で表されるカウントを
とり続けることであり、このトレースは１．．．，Ｔと記述され、Ｔは直近に受け取った
トレースであり、総計で｜Ｔ｜個のトレースをこれまでに受け取っている。したがって、
【数１１】

は、例えば、以下の方程式に従って計算することができる。
【数１２】
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